
  

★新年のスタートに     校長  鈴木 英明 

 

新年明けましておめでとうございます。昨年は、本校の教育活動に対し、保護者や地域の皆様方

には多大なるご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。また、皆様におかれまし

ては健やかに新年をお迎えのことと存じます。  

本日、子供たちと共に、第二学期の後半がスタートしましたが、整然とした、しかもすがすがし

い子供たちの様子から、それぞれが新たな年を迎えての思いや抱負をもっていることが感じられま

した。各ご家庭で、正月の機会をとらえて、コミュニケーションを十分にとられた成果ではないか

と思っております。  

さて、年の初めですので、「夢」について考えてみます。「夢」を国語辞典で調べてみると、「将

来、実現させたいと思っている事柄」という意味とともに、「とりとめのない空想」「はかないこと」

という意味が載っており、「夢」という言葉には、「実現できる」「実現できない」という大きな意

味の開きがあります。また、「結果を出すために必要なのは夢や情熱だ」と語る人もいれば、「夢を

もつことで自分の可能性を制限してしまう」と語る人もいます。これは、目指すものが明確になる

ことで努力する過程が生まれる可能性があると同時に、為すべきことを「夢」に関係ないと思い、

無視してしまう危険性もあるということです。  

ただ、いずれにせよ、努力を続けていくことが成功への近道のようです。実は、冬休みに入る前

にこれまでの自分を振り返り、それをもとに新たな目標を立て、挑戦していこうという話を子供た

ちにしました。目標を掲げ、その目標を達成しようと努力を継続していくからこそ成長があると考

えたからです。  

自分の将来を左右する大きな夢でも、自分の目の前にある小さな目標でも構わないので、新年を

機に、努力しようと思える目標を立ててほしいと思います。そして、私達大人は、子供たちの目標

を知り、努力を継続している姿を見守り、励ましていけるようにしていきたいものです。  

二学期後半は、年度のまとめの時期にもなります。子供たち一人一人が、この１年間でどう成長

したのか、次の年度に期待することは何かを具体的に見いだし、希望や目標を高くもって新たな年

度に向かえるようにしていきたいと考えています。  

保護者、地域の皆様、本年もどうぞよろしくご支援・ご協力をお願い申し上げます。  

 

 

 

谷原小だより
     

1 月号 

 
5 月号 
 

平成 2７年 1 月８日  

練馬区立谷原小学校  

校長   鈴木 英明  

学校として、１２月に各学級で楽しく学校生活が送ることができるようにするためのアンケ

ート調査を児童に行いました。各家庭においても、お子様の声に耳を傾けたり、学校生活にお

ける出来事などについて話し合ったりする機会を設けるとともに、何かお子様について心配な

ことがあれば、学校に御相談くださるよう改めてお願いします。  



　

　１月１７日（土）から２２日（木）まで練馬区立美術館にて、練馬区小学校図工展が開
催されます。本校からも３～６年生、４０名ほどの児童の作品が、代表として出品されま
す。
　毎年、１万人近くの来館者を迎え、多くの方が児童の作品を鑑賞します。練馬区にある
６０校以上の小学校の児童の作品が集まります。どの作品も自分の気持ちがこめられた楽
しい作品です。機会がありましたら、ぜひ子供たちの作品を見に行きましょう。
詳しくは、「連合図工展開催について」のお知らせをご覧ください。

練馬区小学校連合図工展　　　　　　　　　　　　　　図工　赤川浩之

　３年生

  ４年生も残り３ヶ月となりました。いよいよ高
学年に向けてスタートの年です。昨年は、兄弟学
年交流において、より楽しく遊ぶためにルールを
工夫するなど下級生をリードする姿を見ることが
できました。自主的に行動する場面も増え、高学
年になるという意識が子供たちの中にも目覚めて
きたようです。
　そして、今月は大きな舞台が待っています。東
京都連合学芸会です。出場することを子供たちに
伝えると、目をきらきらと輝かせ、「よし、やる
ぞ！」とやる気に満ちあふれていました。連合学
芸会大成功に向けて指導していきます。保護者の
方にご協力いただくこともあると思いますが、引
き続きご支援よろしくお願いいたします。

　いよいよ最高学年6年生に向けて、スタートで
す。素敵な６年生の背中を見て、感じて、３ヶ月
後にはそんな素敵な６年生になれるように心を
育てていきたいと思います。当たり前のことを当
たり前にしっかりとできるよう、また自主的に活動
に取り組んでいけるように指導していきます。ご
家庭でも引き続き、温かい見守り、ご支援をよろ
しくお願いいたします。
　今月は社会科見学があります。社会科で学ん
だ自動車工場の見学と伝統工業の和紙作りの
体験をしてきます。知識として得たことを、実際に
見て、聞いてやることでより身に付いていきま
す。学習を自分のものとし、深めていきたいと思
います。

　昨年１２月には、生活科「お手伝い大作戦」で
おうちの方をゲストティーチャーとしてお迎えし
家庭での仕事を学び、それを冬休みに活かすこと
ができました。
　今月は、祖父母の皆様をお招きして一緒に昔遊
びをしながらふれあいを楽しむことを計画してい
ます。遊びの仕方だけでなく、その遊びにまつわ
るお話もたくさんしていただけることでしょう。
遊んだあとは、祖父母と一緒に給食を食べます。
ここでも、祖父母の子ども時代のなつかしい思い
出が聞けることでしょう。
　このふれあいを第１弾として、２月には近隣の
保育園・幼稚園児を招待しての交流会を予定して
います。

２年生

教室だより（各学年・専科より）

１年生　　　　　ふれあい学習に向けて　        ４年生　　　　　　　

　６年生  昨年末、総合的な学習の時間に、練馬大根を
たくわん漬けにする作業を行いました。ゲスト
ティーチャーとして漬け物工場の高山さんを招
き、干した大根を樽の中に敷き詰めていく行程
を見せていただきました。子供たちは、伝統の
技の見事さに感心して声を上げていました。
１ヶ月でおいしいたくわんになります。練馬区
の名産であった練馬大根が、現在でも大切に守
られていることを知るとともに、農業に関心を
もって欲しいと願っています。
　さて、３年生としての学校生活も、残すとこ
ろ３ヶ月となりました。振り返りをしっかりと
行い、自信をもって進級できるように指導して
いきたいと思います。

　２年生の年明けは「むかし遊び」から始まりま
す。お手玉におはじき、あやとりなどいろいろな
遊びを１年生に教えて一緒に遊ぼうと計画してい
ます。けん玉やこまは得意な子が多いのですが、
竹馬や竹とんぼなどは「やったことがない。」と
いう子がたくさんいます。１年生に教えるには、
まず自分たちが上手にならなくては、、、と一生
懸命練習しています。
　電池を入れてスイッチを押せば簡単に動くおも
ちゃと違い、楽しく遊べるようになるまでにたく
さん時間のかかる「むかし遊び」。それだけに、
できるようになった時のうれしさは格別です。そ
の喜びを１年生にも味わってほしいと、日々頑張
る２年生です

　５年生

　卒業まで約５０日。ラスト１００日から始まっ
たカウントダウンも半分が過ぎようとしていま
す。
「６年生になって時が早く過ぎる気がする。」
昨年末の放課後、ある子供が口にしていた言葉で
す。確かにそうかもしれません。しかし、これか
ら３月の卒業まではもっと「速く」時が過ぎると
感じることでしょう。
　そんな速い流れにただ流されることなく一日一
日を大切に過ごすよう指導します。
　卒業に向けて、今月から「巣立ちの会」に向け
ての準備が始まります。保護者の方の協力もいた
だくこともあると思いますが、どうぞよろしくお
願いいたします。



 

１月、２月はじめの行事予定 

 

  ７日（水）冬季休業日終          ２４日（土）連合書き初め展（～２５日迄） 

 ８日（木）２学期後期始 席書会５・６年   ２６日（月）クラブ活動 

給食始 計測２年 健康の日   ２７日（火）４年連合学芸会 

９日（金）安全指導 席書会３・４年     

計測１年              －２月－ 

１０日（土）学校公開⑦ ４時間授業 美化日  

計測３年  もちつき集会     ２日（月）委員会 避難訓練 

６年租税教室           ３日（火）美化日 ４年社会科見学 

１３日（月）委員会 避難訓練 計測４年    ４日（水）健康の日  

校内書き初め展始（～２３日迄）       １年ひかり幼稚園との交流 

 １４日（水）計測５年             ５日（木）安全指導 新１年生保護者会 

１５日（木）計測６年 保護者会４、５、６年  ９日（月）クラブ活動 

１６日（金）保護者会１、２、３年      １０日（火）学校評議員会 

１年祖父母との交流会      １４日（土）学校公開⑧（最終） 

５年社会科見学               ３時間授業 ４校時クラブ活動 

 １７日（土）連合図工展始（～２２日迄）    

 １９日（月）クラブ活動           ※ 連合図工展と連合書き初め展は、練馬区内 

２０日（火）６年社会科見学          の各校より代表作品が出品・展示されます。 

２１日（水）午前授業 （１年２組研究授業）  会場は練馬区美術館（中村橋駅下車）です。 

 

 

花のような、夢のような学芸会 

 学芸会委員長 髙瀬 幸恵 

  

１１月２９日、３０日の２日間、新しくなった体育館で初めての学芸会を開催しました。 

各学年の上演時間は約３０分間。２日間で２回の演技のために、児童も職員もありったけの力を

注ぎました。花の命は短い、夢は儚い。短いからこそ美しく咲き、儚いからこそ見る価値があった。

終えて一ヶ月ほどが経った今は、そんなことを感じます。 

この学芸会が子どもたち一人ひとりの花と夢、成長の糧となってくれていると信じています。 

たくさんのご来賓や保護者の皆様に鑑賞くださり、また、多くの励ましの言葉を頂戴しました。

どうもありがとうございました。 



道徳授業地区公開講座を実施しました 

１ 道徳の時間の指導（授業）より          道徳部  西澤美花 

  各学級、資料を吟味し、子供達の心情にどのようにして迫ろうかと考え授業

を行いました。いかがだったでしょうか。  

また、今回は、文部科学省発行の「わたしたちの道徳」や東京都教育委員会

の資料を使った授業を各学年１学級ずつ行いました。「わたしたちの道徳」は

教科書と同じ扱いの物で、日本中の子供達が使っている物です。この中には、

道徳の定番と言われる資料が掲載されています。家庭に持ち帰りますので、是

非お手にとってその内容をご確認ください。 

２ 講演会と協議会より                     副校長 

  今回、初めて講演会を実施しました。講師は、谷原小学校のスクールカウン

セラーの小林邦浩先生でした。他校や学校以外でのカウンセリングの経験を生

かしての講演でした。 

  演題は、「今日からできる子どもの見守り方、関わり方のコツ」で、子ども

を育てる上で、保護者が関わる際のコツをカウンセリングの経験をもとに話し

てもらいました。 

  内容は、子どもの変化をとらえること、思いやりの心は認められることで育

つこと、教えることと考えさせることを考えてアプローチすること、誉め方と

叱り方のコツ、解決志向という考え方を大切にすることなどでした。  

  協議会では、保護者の皆様から質問や意見が活発に出され、実り多き会にな

ったのではないかと感じました。 

○ ご多用の中、道徳授業地区公開講座へのご参観、ご出席くださった保護者の

皆様、ありがとうございました。 

なお、小林先生は、毎週金曜日（異なる日もありますのでご確認ください）

に谷原小学校でカウンセリングを実施しております。お悩みのことなどがござ

いましたら、ぜひご活用（面談して）ぐさい。  

   

 

保護者会のお知らせ 

  １月の保護者会を以下のように実施します。ご多用の中とは思いますが、大

勢の保護者の皆様のご出席をお待ちしております。  

日時 学年 時間 場所 

15 日 

(木) 

４年 １４：４５～ 各教室 

５年 １４：４５～ 多目的室⇒各教室 

６年 １４：４５～ 家庭科室⇒各教室 

16 日 

(金) 

１年 １４：４５～ 各教室 

２年 １４：４５～ 多目的室⇒各教室 

３年 １４：４５～ 各教室 

  ご来校の際は、ネームプレート（名札）と上履き（スリッパ等）をご準備く

ださい。また、校内書き初め展も実施しておりますので、ご覧ください。  


